
 

学習シートより 

９月２０日の道徳では，羽田空港で清掃員として働く新津春子さんの生き方について学習しました。

慣れない日本で清掃の仕事を始めた新津さんが，仕事の魅力を見出し，恩師に言われた「心」につい

て考える姿が描かれており，とにかく何でも一生懸命やってみることや自分がしたいことに自信をもっ

て取り組むことを学びました。一見，仕事や働くという事実にばかり意識を向けやすいですが，働くこと

に対する見方を考えさせられます。中学生である皆さんの仕事は，「学業」です。勉強をただ“こなす”

のではなく，勉強の“意味”や“目的”を考えながらやってみてはどうでしょう。その考えは，必ずみなさ

んの人生に役立つはずです。夢や目標に向かって懸命に進んでいってほしいです。 

 

（「心がこもった仕事とは？」に対する生徒の感想） 

 ・誰かのことを思い，誰かが安心して施設を使えるようにする仕事だと思い 

ます。 

・みんなが笑顔になれるようにする仕事です。 

 ・目の前のテーブルがきれいになるように掃除するのではなく，それを使う人のことを考えて仕事をす

るように，誰かのことを考えながらする仕事だと思います。 

 ・人にも自分にも優しくできる仕事のことで，優しさが詰まった温かい仕事だと思います。 

 ・相手のために笑顔で楽しめて，いつでも何にでも思いやりを持って行動できる仕事です。 
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心がこもった仕事とはどんな仕事だろうか。 



 ・掃除する対象物を「人間」だと思って，人に見えないところも掃除するように,人に見られていなくて

も,誰かのために頑張れる仕事だと思います。 

 ・自分の仕事を一生懸命頑張るだけでなく，「人を思う心」を持って行う仕事。 

 ・相手のことを思える仕事だと思います。 

 ・物や人に対して思いやりを持ち,大切にする仕事だと思います。 

  

新津春子さんの言葉 

「心を込める，ということが物事を取り組む上で大切です。心とは，自分

の優しい気持ちですね。清掃をするものや，それを使う人を思いやる気持ち

です。心を込めないと本当の意味で，きれいにできないんですね。そのもの

や使う人のためにどこまでできるかを，常に考えて清掃しています。心を込

めればいろんなことも思いつくし，自分の気持ちのやすらぎができると，人

にも幸せを与えられると思うのね。 

人から評価されるから仕事をやっているわけではないんです。自分がどこまでやれるか，自分を清掃

の職人だと思っているんです。」 

（NHK プロフェッショナル仕事の流儀 インタビュー より） 

 

 

 

国語で「随筆を書こう」という授業があり，国語科の神垣先生が，完成した作品をこっそり見せてくれ

ました。自分なりに工夫した，素晴らしい作品ばかりで，みなさんの表現力に驚きました。特に心に響い



た作品がありましたので紹介します。すてきな恩師に出会えたことのうれしさがひしひしと伝わってきま

す。離れていても，心はつながっているのですね。 

 

以前まで私は，手紙はただ，文字を伝えるだけのものだと思っていた。しかし，つい最近，手紙はこん

なにも温かく人の心を大きく動かす力があるものだと知った。そう思えたきっかけは，今もはっきり覚え

ている。 

夏の初め，まだ太陽もまぶしく，あちらこちらからセミの鳴き声が聞こえるような蒸し暑い日の事だ。

夏休み前に小学校で担任だった先生に送った暑中見舞いの返事が届いた。小学６年生の時に何度も

目にした懐かしい字だ。私自身とてもお世話になった先生で，今でもその先生の事が大好きだ。だか

ら，母に先生からのはがきが届いたと言われたとき，私はすぐさまそのはがきを受け取った。一体どんな

ことが書いてあるのだろう。ワクワクした気持ちではがきを読んだ。 

はがきには次のようなことが書いてあった。 

「お元気ですか。中学生になってから顔を合わせる機会が少なくなり，少し心さびしいです小学校から

たまに部活動に一生懸命，取り組んでいる姿を見ることがあります。がんばっていますね。前に不安そう

な表情をしていましたが，あなたならきっと大丈夫。」 

それを読んだ時のうれしさは，今でも忘れられない。あまりのうれしさに私は同じところを何度も何度も

読み返した。ずっと上がっていた肩がストンと下がった気がした。とても温かい気持ちになれた。 

 そのとき私はふと思った。私が今まで知っていたはがきはこんなものだっただろうか，と。はがきとはこ

んなにも人の心を大きく動かすものだっただろうか。私は，いつの間にか，はがきのことを，ただ文字を

伝えるだけのものだと決めつけていたのだ。 

 「はがき」の良さに気づいたのは，その出来事がきっかけだ。大切な人からもらったはがきが教えてく



れた。もう私の知っているはがきは，以前知っていたはがきとは違う。はがきの温かさは，私に今のまま

の私でいることの勇気と元気を与えてくれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月の主な行事予定 

 

１０月 ６日（木） ４時間授業(給食あり) 

９月２１日６校時「認知症講座」 

ゲストティーチャーをお招きし，

全校生徒で認知症について考

えました。誰もが認知症になる

可能性があり，認知症の方に対

しての接し方などを学びました。

資料もたくさん頂いたので，家

でゆっくりみてくださいね！ 

お題「○○な秋といえば？」 

（毎日の生活記録より） 

第１位 食欲の秋  ４票 

第２位 読書の秋  ２票 

第３位 スポーツの秋  １票 

第３位 睡眠の秋  １票 


